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                          資料３ 

令和２・３年度日本遺産事業報告 

【令和２年度】 

１．情報発信・人材育成事業 

   ①市ホ－ムページで日本遺産関連情報を随時発信 

   ②足袋蔵まちづくりミュージアム２階を借用、日本遺産ガイダンスセン

ターの管理・運営を行う（通年、来館者数２，４０３人） 

   ③「日本遺産フェスティバル in 今治」及び「日本遺産連盟令和２年度総

会」に参加（１０月１０日・１１日、来場者数６，５００人） 

    ＊ＰＲブースにおいて、チラシ配布、ポスターや動画、実物展示等で 

ＰＲを行った他、日本遺産公開講座において行田の日本遺産を紹介。 

   ④上田市日本遺産認定記念シンポジウムに出演し、行田市の日本遺産を 

紹介（１２月１３日） 

２．普及啓発事業 

   ①「日本遺産パンフレット」作成（１万部）・配付 

   ②「日本遺産構成資産ガイドブック」販売（５３部販売） 

３．調査研究事業 

①構成資産「行田窯」の詳細調査をものつくり大学に委託して実施 

４．公開活用のための整備に係る事業 

   ①旧忍町信用組合店舗の管理・活用 

    ＊「Vert Café」を営業して子育て世代の活躍の場として活用（通年） 

    ＊テアトル・ヴェール「ぎょうだ子どもギャラリー」を実施 

     （８月１日～１１月３０日、市内小中学生・未就学児の創作物を展示） 

５．日本遺産に関連する事業 

   ①重要有形民俗文化財指定記念展示「行田の足袋製造用具及び関係資料」 

    開催（６月２日～６月１４日、来場者数１，５７３人）＊詳細は別紙１ 

   ②日本遺産関連の出前講座等の実施（３回：８月２日忍・行田公民館、 

１１月２６日進修館高校、２月８日ものつくり大学） 

   ③行田おもてなし観光局の設立 ＊詳細は別紙２ 
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【令和３年度】  

◎「橋本家文書」、「小林家住宅」が構成資産に追加登録 ＊詳細は別紙２ 

１．情報発信・人材育成事業 

   ①市ホ－ムページで日本遺産関連情報を随時発信 

   ②足袋蔵まちづくりミュージアム２階を借用、日本遺産ガイダンスセン

ターの管理・運営を行う（通年、来館者数４，１２７人） 

   ③「日本遺産サミット in小松」及び「日本遺産連盟令和３年度総会」に

参加（１１月１３日・１４日、来場者数８，４８３人） 

    ＊ＰＲブースにおいて、チラシ配布、ポスターや動画、実物展示等で 

ＰＲを行った他、日本遺産公開講座において行田の日本遺産を紹介。 

   ④ＰＲ映像「行田市の日本遺産/足袋蔵等近代化遺産の魅力」作成・公開 

   ⑤「日本遺産巡回展示」実施（６月２８日～７月９日・９月１３日～１０ 

    月２６日、埼玉中学校、東・中央・須加・荒木小学校で実施。東・須加

小学校では出前授業も実施） 

   ⑥「蔵めぐりまちあるき」で日本遺産ＰＲ展示を実施（１０月９日） 

２．普及啓発事業 

①「日本遺産構成資産ガイドブック」販売（３０部販売） 

②「行田市の日本遺産を巡る～足袋蔵等近代化遺産見学ツアー～」を開催 

 （１０月１９日、１１月７・２０・２３日、参加者数５０人） 

３．調査研究事業 

①構成資産・市指定文化財「今津印刷所店蔵・主屋・土蔵」の詳細調査を 

ものつくり大学に委託して実施 

４．公開活用のための整備に係る事業 

   ①旧忍町信用組合店舗の管理・活用 

    ＊「Vert Café」を営業して子育て世代の活躍の場として活用（通年） 

５．日本遺産に関連する事業 

   ①文化資源を活用した地域活性化実行委員会の謎解きゲーム「ぎょうだ 

de宝探し」実施に全面協力（１０月２日～１２月４日、参加冊子２万 

部配付、ゲームクリア者数９１０人） 

   ②日本遺産関連の出前講座等の実施（６回：６月２２日大東文化大学、 
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１０月２１日市民大学、１１月１１・２４日志木市いろは遊学館、 

１１月２５日進修館高校、２月１４日ものつくり大学） 

  

日本遺産ガイダンスセンター運営風景  「日本遺産フェスティバル in今治」出展風景 

  
「ぎょうだ子どもギャラリー」展示風景  「行田の足袋製造用具及び関係資料」展示風景 

  

「日本遺産サミット in小松」出展風景    ＰＲ映像「行田市の日本遺産」撮影風景 

  
日本遺産巡回展示実施風景（中央小学校） 「行田市の日本遺産を巡る」実施風景 


